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Stata+α 

基本的なデータ分析タスクの自動化１ 

1. はじめに

基本的なタスクを do ファイルで自動化すると、データ分析にかかる手間を省いて、さらに

単純なミスを防ぐことができます。 

今回は、do ファイルを作成して、変数 xを標準化した新しい変数を作成しましょう。Stata

上では、x の値と x の平均の差を計算し、それを標準偏差で割ることで求めることができま

す。平均や標準偏差は summarizeコマンドで計算できます。summarizeで計算した結果は、

マクロとして記録されます。平均は r(mean)、標準偏差は r(sd)として呼び出すことがで

きます。記録されるマクロはヘルプファイルの Stored results に一覧されています。 

例題データセット auto.dta を sysuse コマンドで読み込んで、summarize で変数 price

の記述統計量を求めた後、平均と標準偏差を display コマンドでマクロを呼び出し、確認

してみましょう。 

sysuse auto 
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summarize price 

display r(mean) 

display r(sd) 

2. do ファイルの作成

これらを利用して変数 price を標準化する do ファイルを作成します。まずは do ファイル

エディタを開くところから始めましょう。doファイルエディタは、ツールバー内の doファ

イルエディタボタンをクリックするか、doedit コマンドを実行します。

doファイルエディタが開いたら、次の 2つのコマンドを入力します。2 行目では、generate

コマンドで変数 priceを標準化した変数 priceN を、前述のマクロを使用して作成します。

summarize price 

generate priceN = (price - r(mean)) / r(sd) 

作成した do ファイルを実行するには、do ファイルエディタのツールバー上にある実行ボ

タンをクリックします。実行出来たら、新しい変数 priceNがデータセットに追加されてい

ることを確認しましょう。 

上記のサンプルでは、変数 price の標準化しかできません。これを任意の変数に適用でき

るように price をローカルマクロ`1'に変更して、do ファイルにしましょう。Stata の do

ファイルでは、ローカルなマクロは 1、2、3…となります。これを normalize.doとして作

業フォルダに保存します。 

summarize `1' 

generate `1'N = (`1' - r(mean)) / r(sd) 
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※１つ前のサンプルから変更・追加された点を赤字で示しています。

do ファイルの保存はツールバー上の保存ボタンをクリックし、現在の作業フォルダを選択

し、ファイル名を決定、保存ボタンをクリックします。ここでは、ファイル名を normalize

として保存しています。 

保存した doファイルをコマンド欄から呼び出し、実行してみましょう。実行するには、do

または run コマンドを使用します。コマンド欄に次のように入力して、エンターキーを押

しコマンドを実行します。このように normalize.doを実行すると、マクロ`1'には、新た

な変数 mpgが代入され、新しく mpgN が作成されます。 

do normalize mpg 
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3. 観測値を制限する

doファイルは、if や inオプションで観測値を制限できると便利です。doファイルエディ

タに戻り、ファイルの 1 行目に syntax コマンドを追加します。syntax に続く、

varlist(min=1 max=1)は、normalizeコマンドを適用できる変数の数を最小 1、最大 1に

制限し、[if]と[in]は if、in オプションの使用を有効化しています。また、マクロ`1'が

`varlist'に置き換わっています。summarize と generate コマンドにも if や in オプシ

ョンが適用されるよう、行末に`if'と`in'が追加されています。 

syntax varlist(min=1 max=1) [if] [in] 

summarize `varlist' `if' `in' 

generate `varlist'N = (`varlist' - r(mean)) / r(sd)  `if' `in' 

複数の変数を一度に変換できるとさらに便利です。1 行目の varlist(min=1 max=1)から

(min=1 max=1)を削除して、複数の変数を指定できるようにしましょう。複数の変数に

summarize と generate を適用するには、foreach コマンドで繰り返し処理を行います。

ここで、foreachコマンドは、`varlist'として指定された複数の変数を、1 つずつ`var'

に代入して、summarizeと generateを繰り返します。 

syntax varlist [if] [in] 

foreach var in `varlist' { 

 summarize `var' `if' `in' 

 generate `var'N = (`var' - r(mean)) / r(sd)  `if' `in' 

} 

変更したファイルを上書き保存して、コマンド欄に次のように入力して再度 doファイルを

実行し、foreign が 1 を取る観測値に対して、変数 rep78 と headroom を変換してみまし

ょう。 

do normalize rep78 headroom if foreign == 1 
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4. まとめ

今回は簡単なデータ処理を do ファイルにまとめまて、自動化する方法を紹介しました。

summarizeなどで計算した値を後に参照するには、r(mean)などのマクロを使用します。do

ファイルでは、syntax varlist [if] [in]を挿入することで、任意の変数・観測値に適

用します。作成した do ファイルは作業フォルダに保存して、do または run コマンドで実

行します。 

今回紹介した情報は Stata社公式ブログ、The Stata Blog (https://blog.stata.com/)に掲

載されている内容を用いて作成しております。 
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